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ま
た
会
う
日
ま
で
ま
た
会
う
日
ま
で
か
み
の
ま
も
り
汝

が
身
を
離
れ
ざ
れ

讃
美
歌
四
○
五
番
は
、
中
庭
か
ら
程
よ
く
陽
の
流
れ
る
部
屋
か

ら
溢
れ
、
四
○
人
の
若
い
男
女
の
胸
を
占
め
て
い
る
。
３
月
１
日

今
日
は
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ホ
テ
ル
学
校
の
第
５
回
卒
業
式
だ

「
現
在
、
社
会
に
起
こ
っ
て
い
る
混
乱
は
、
諸
君
の
住
ん
で
い

る
社
会
で
の
人
間
性
の
ひ
ず
み
、
ま
た
体
制
内
の
、
体
制
維
持
の

不
正
義
に
対
す
る
大
き
な
警
鐘
な
の
で
す
。
諸
君
は
、
こ
の
社
会

識鍵鍵蕊灘

耐

に
生
き
て
い
る
以
上
、
そ
の
不
正
義
を
許
す
重
荷
を
扱
う
必
要
が

あ
る
と
共
に
、
世
の
中
の
一
番
悪
い
と
こ
ろ
、
誰
も
が
避
け
て
通

る
と
こ
ろ
を
、
す
す
ん
で
担
っ
て
い
く
だ
け
の
覚
悟
と
責
任
を
持

っ
て
ほ
し
い
。
生
き
て
い
る
社
会
に
対
し
て
、
社
会
的
責
任
を
と

る
と
い
う
こ
と
は
、
諸
君
の
選
ん
だ
職
業
、
日
々
の
仕
事
を
通
し

て
し
か
な
い
の
で
す
」
。

今
井
鎮
雄
校
長
は
、
聖
書
に
片
手
を
お
い
て
力
強
く
語
っ
た
。

2９

一
●
袖
叩
戸
る
ぽ

戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

中庭からみる神戸ＹＭＣＡ本館

１
画

２
月
妬
日
。
ホ
テ
ル
学
校
主
幹
の
香
川
弘
光
氏
の
案
内
で
、
教

育
部
の
２
階
に
上
る
。
最
終
講
義
で
暗
い
廊
下
の
一
隅
が
賑
わ
っ

て
い
る
。
眠
っ
て
い
る
生
徒
を
除
い
て
一
斉
に
振
り
向
い
た
。
男

生
徒
７
名
、
女
生
徒
別
名
。
一
様
に
若
い
。
講
義
が
終
る
と
溜
息

と
軽
い
歓
声
。
「
人
間
関
係
論
」
が
終
っ
た
。

５
年
前
、
同
志
社
で
の
先
輩
に
あ
た
る
今
井
総
主
事
に
す
す
め

ら
れ
て
、
週
２
回
の
教
壇
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
佐
名

川
実
氏
は
、
神
戸
新
聞
の
整
理
部
長
で
あ
る
。

「
開
校
時
は
、
如
才
ぐ
ら
い
の
人
も
い
て
、
ホ
テ
ル
側
の
再
教

育
の
効
果
も
あ
り
、
生
徒
も
非
常
に
意
欲
的
だ
っ
た
が
、
最
近
は

年
令
が
肥
才
か
ら
加
才
ぐ
ら
い
に
平
均
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
ホ
テ
ル
マ
ン
に
な
る
た
め
の
全
人
格
教
育
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
」

私
達
が
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
で
き
な
い
と
い
う
の
で
、

本
館
の
地
階
の
食
堂
に
廻
る
。
中
庭
に
面
し
て
い
る
。

食
堂
の
主
人
が
、
手
を
エ
プ
ロ
ン
で
拭
き
な
が
ら
出
て
き
た
。

屈
託
の
な
い
明
る
い
青
年
だ
。
ホ
テ
ル
学
校
第
１
回
卒
業
生
の

小
南
君
で
あ
る
。
就
職
し
た
ホ
テ
ル
が
つ
ぶ
れ
て
、
２
年
ほ
ど
前
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青
年
労
働
者
が
自
ら
の
生
活
の
保
障
も
得
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
街
に

ま
れ
て
億
っ
て
い
る
青
年
。
額
の
汗
が
マ
ッ
ト
を
濡
ら
す
。
隣
り

に
こ
の
食
堂
を
ま
か
せ
ら
れ
た
。
朝
８
時
か
ら
夜
の
８
時
ま
で
働

く
。
忙
し
い
で
す
ネ
、
と
聞
く
と
、
す
か
さ
ず
、
い
や
／
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
奉
仕
精
神
で
す
ワ
、
と
答
え
る
。
開
業
す
る
１
週
間
前
に
結

婚
し
た
と
い
う
美
し
い
奥
さ
ん
が
お
茶
を
運
ん
で
く
れ
た
。

大
学
を
出
て
民
間
会
社
の
経
理
課
に
就
職
し
、
面
白
く
な
い
日

々
を
過
す
青
春
に
見
切
り
を
つ
け
て
こ
の
学
校
に
飛
び
こ
ん
だ
、

と
い
う
山
本
君
。
型
才
の
最
年
長
者
で
温
厚
な
青
年
。
今
は
も
う

ホ
テ
ル
マ
ン
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
決
意
と
覚
悟
が
で
き
て
い

ま
す
、
と
語
っ
た
。

そ
の
彼
が
、
工
業
高
校
を
卒
え
て
ホ
テ
ル
に
勤
め
、
更
に
腕
に

磨
き
を
か
け
よ
う
と
再
教
育
を
志
し
て
き
た
若
田
君
の
、
全
人
格

的
サ
ー
ビ
ス
に
疑
問
を
持
っ
た
。
本
来
、
サ
ー
ビ
ス
は
ビ
ジ
ネ
ス

ラ
イ
ク
で
あ
る
べ
き
だ
、
と
。
そ
し
て
誰
に
も
気
軽
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
つ
く
る
こ
と
が
僕
の
夢
で
す
、

と
気
恥
し
く
ポ
ッ
ン
と
語
っ
た
。
再
就
職
で
あ
る
だ
け
に
重
責
を

負
っ
て
い
る
感
じ
が
痛
い
ほ
ど
す
る
。
一
体
、
ホ
テ
ル
業
界
は
ど

国際ホテル学校第５回卒業式風景。証書を渡すのが今井総主事

う
な
り
ま
す

か
ね
？
の
質

問
が
肌
寒
い

校
舎
で
な
さ

れ
る
と
き
、

需
要
と
供
給

の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
か
ら
生

ま
れ
る
各
種

学
校
の
便
法

さ
と
、
神
戸

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を

母
胎
と
す
る

精
神
主
義
の

相
克
が
渦
を

巻
い
て
い
る

思
い
だ
。

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
あ
る
。
小
学
生
が
揃
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

黒
い
制
服
が
二
人
、
書
類
を
う
け
と
る
。
幼
稚
園
児
を
連
れ
た
母

親
が
、
シ
ョ
ー
ル
を
あ
げ
て
小
走
り
に
中
庭
を
す
ぎ
る
。
食
堂
か

ｂ

財
団
法
人
・
神
戸
市
基
督
教
青
年
会
の
歴
史
は
古
い
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

中
で
、
人
が
揺
れ
動
く
。
汗
を
か
い
て
い
る
。
空
手
の
掛
け
声
が

ら
高
校
生
の
笑
い
声
。
嬬
声
。
本
館
１
階
か
ら
の
タ
イ
プ
の
青
。

体
育
館
の
物
音
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
練
習
だ
。
羽
の
飛
び
交
う

空
に
吸
い
こ
ま
れ
る
。
大
学
生
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
が
、
ま

つ
わ
り
つ
く
子
供
を
は
ら
い
の
け
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い
。
雪
が
溶

け
か
け
て
い
る
陽
だ
ま
り
だ
。
で
も
ま
だ
寒
い
。

奥
の
体
育
館
で
も
物
音
が
す
る
。
南
の
別
館
の
事
務
室
の
受
付

で
は
、
今
春
か
ら
の
予
備
校
の
入
学
手
続
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

既
に
選
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
業
で
大
い
に
生
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
交

通
公
社
に
就
職
の
決
ま
っ
て
い
る
彼
女
は
、
誇
ら
し
げ
に
卒
業
式

で
優
等
賞
を
う
け
た
。

卒
業
生
如
名
を
代
表
し
て
、
最
後
は
涙
声
で
し
か
読
め
な
か
っ

た
答
辞
の
緊
張
の
残
る
笹
倉
英
子
さ
ん
。
保
母
に
な
り
た
か
っ
た

高
校
時
代
を
語
る
と
き
、
彼
女
の
眼
鏡
の
奥
に
潜
む
柔
和
さ
が
、

全
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
祭
開
催
と
書
い
て
あ
る
。

こ
れ
が
私
の
描
い
て
い
た
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
あ
っ
た
。

溢
れ
、
産
業
革
命
が
進
行
す
る
ご
と
に
そ
の
悪
弊
が
精
神
の
退
廃

を
招
い
て
い
た
。
時
に
一
八
四
四
年
、
無
名
の
一
青
年
ジ
ョ
ー
ジ

中
山
手
通
り
２
丁
目
。

横
の
黒
板
に
、
５
月
Ⅳ
・
肥
日
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
周
年
記
念

か
か
る
。
準
備
運
動
に
時
間
が
か
か
る
。

の
出
入
り
が
絶
え
間
な
い
。
中
庭
か
言

の
小
体
育
館
か
ら
は
音
楽
が
流
れ
る
。

て
、
立
木
の
陰
の
長
い
夕
方
、
サ
ッ
カ
ー
に
興
じ
る
声
は
明
る
く

い
を
し
た
女
性
が
、
緊
張
し
た
面
持
ち
の
男
性
を
リ
ー
ド
し
て
ダ

ン
ス
の
稽
古
。
ウ
ォ
ー
ク
、
は
い
、
廻
っ
て
〆
．

の
歴
史
は
、
更
に
さ
か
の
ぼ
る
。

ｂ
は
４
階
建
の
構
造
を
持
つ

市
電
筋
浜
側
の
３
階
建
の
建
物
は
、

四
世
紀
の
都
市
ロ
ン
ド
ン
は 人

一
転
し
て
カ
ラ
フ
ル
な
装

レ
ス
リ
ン
グ
で
押
え
込

3０
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明
治
羽
年
、
村
松
吉
太
郎
（
神
戸
教
会
）
、
西
川
玉
之
助
（
栄

Ａ
の
基
礎
が
は
っ
き
り
と
打
ち
た
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

q･叫甲■可晶Ｐ
串:f･:･g-:‘*

鱗こ
れ
よ
り
数
え
て
今
年
が
而
周
年
。
以
後
い
ろ
い
ろ
と
変
遷
が

い
た
。
即
ち
明
治
四
年
に
は
、
原
田
助
、
村
上

吉
川
亀
、
そ
の
他
の
諸
氏
の
発
起
で
神
戸
基
督

青
年
会
が
創
立
、
次
い
で
大
阪
、
横
浜
に
創
立

共
励
会
所
属
の
進
修
館
を
仮
会
館
と
し
て
、
今
日
の
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ

会
）
、
伊
藤
俊
介
（
神
戸
教
会
）
等
の
諸
氏
が
会
し
、
神
戸
教
会

し
た
。
明
治
犯
年
に
は
、
神
戸
市
内
の
和
友
青
年
会
、
多
聞
青
年

会
及
び
神
戸
青
年
会
の
三
つ
の
基
督
教
青
年
会
が
あ
り
、
そ
の
連

合
青
年
会
を
作
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

光
教
会
）
、
中
村
平
三
郎
（
栄
光
教
会
）
、
森
田
金
蔵
（
神
戸
教

あ
り
、
経
営
的
危
機
、
会
館
難
の
辛
酸
を
経
て
、
昭
和
型
年
に
現

在
地
に
会
館
を
建
設
、
そ
し
て
去
る
３
月
妬
日
、
県
民
会
館
で
、

周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
経
緯
は
、
長
谷

に
お
い
て
も
こ
の
運
動
は
明
治
加
年
代
の
終
り
頃
か
ら
起
こ
っ
て

川
滋
主
事
の
も
と
で
編
纂
さ
れ
た
小
冊
子
に
詳
し
い
。3１

鍵 鐘灘 篭 蕊議蕊灘

準
ウ
ィ
リ
ア
ム

拝
ズ
と
そ
の
同

群
志
ｎ
名
の
祈

如
り
と
奉
仕
の

毒
熱
意
に
よ
っ

鍵
て
誕
生
し
た

誇
の
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ

群
Ａ
で
錘
あ
る
。

即
ち
基
督
教

青
年
会
で
あ

っ
た
。
＆
○
‐

ｐ
ｐ
ｍ
三
行
ｐ
け

○
ず
国
豊
圃
ご

裾
の
の
Ｏ
ｇ
ｍ
註
’

○
口
の
起
源
。

明
治
岨
年

．
’
§
§

東
京
基
督
教

さ
れ
た
が
、
神
戸

俊
吉
、
水
野
功
、

教
青
年
会
が
発
足

「
あ
っ
、
お
っ
ち
ゃ
ん
、
ど
こ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
や
」

「
え
え
カ
メ
ラ
持
つ
と
る
な
。
は
よ
撮
し
た
り
い
な
」

子
供
が
椅
子
を
越
え
て
私
を
攻
撃
す
る
。
吐
く
息
が
白
く
、
そ
れ

だ
け
が
通
る
人
の
影
を
つ
く
っ
て
い
る
２
月
即
日
。
神
戸
の
街
は

ま
だ
雪
の
下
に
眠
っ
て
い
る
。
南
向
き
の
教
室
だ
け
が
暖
か
い
。

山
陽
電
鉄
西
代
駅
は
、
商
店
街
と
ゴ
ム
エ
場
に
通
じ
て
い
る
。

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
西
神
戸
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
モ
ッ
グ
で
汚

れ
た
市
街
地
を
背
景
に
、
雪
融
け
道
を
入
口
に
迎
え
て
く
れ
た
。

篠
原
慶
弘
主
事
が
、
早
速
２
階
に
案
内
し
て
く
れ
る
。

「
さ
あ
、
お
や
つ
を
食
べ
る
前
に
お
祈
り
で
す
よ
」

狸
人
の
学
童
が
小
さ
い
手
を
合
わ
せ
る
。
薄
目
を
開
け
て
い
た
坊

や
が
、
お
じ
ち
ゃ
ん
、
こ
こ
に
座
り
／
と
隣
り
の
椅
子
を
指
さ
す

こ
れ
が
学
童
保
育
、
通
称
カ
ギ
ッ
子
教
室
だ
。
さ
な
が
ら
ガ
キ

ッ
子
教
室
の
感
じ
が
す
る
。
こ
れ
で
も
い
い
方
な
ん
で
す
よ
、
と

柳
谷
先
生
は
、
女
性
と
は
い
え
か
な
り
厳
し
い
。
南
側
の
ゴ
ム
エ

場
団
地
、
商
店
の
小
学
校
１
年
か
ら
３
年
生
の
子
供
た
ち
が
、
月

曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
午
後
に
な
る
と
集
ま
っ
て
く
る
。
隣
り
の

教
室
で
は
３
才
か
ら
５
才
ま
で
の
幼
児
保
育
の
昼
寝
の
時
間
。
靴

だ
け
が
、
可
愛
く
並
べ
ら
れ
て
あ
る
。

カ
ギ
を
持
た
な
い
カ
ギ
ッ
子
は
、
母
親
が
家
に
い
て
も
仕
事
の

た
め
か
ま
っ
て
も
ら
え
な
い
子
供
だ
。
教
室
は
実
に
騒
が
し
く
、

そ
れ
だ
け
暖
か
い
。

静
か
な
教
室
を
ふ
と
の
ぞ
く
と
、
習
字
教
室
の
学
竜
が
い
た
。

地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
を
問
い
続
け
る
こ
と
が
、
こ

の
セ
ン
タ
ー
の
課
題
な
の
で
す
、
と
篠
原
主
事
が
熱
意
を
こ
め
て

語
る
。
西
神
戸
の
工
場
街
の
中
で
、
公
害
、
共
稼
ぎ
の
家
庭
に
お

こ
る
問
題
、
中
学
生
の
非
行
防
止
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
こ
ち
ら
側

か
ら
ま
だ
ま
だ
手
を
差
し
の
べ
る
必
要
が
あ
る
。

３
．
４
．
５
階
を
某
ゴ
ム
会
社
の
中
卒
者
の
宿
舎
に
あ
て
て
い

る
。
ｍ
名
が
旭
室
に
わ
か
れ
、
殆
ん
ど
が
定
時
制
高
校
に
通
う
。

西
神
戸
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
事
が
３
名
、
職
員
６
名
、

会
員
数
六
二
○
名
で
あ
る
。
将
来
の
方
向
性
を
聞
く
と
、
部
落
間
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題
と
朝
鮮
人
問
題
で
す
ね
、
と
答
え
が
返

っ
て
き
た
。
細
い
小
径
で
も
模
索
し
て
つ
》
一

く
る
こ
と
か
ら
福
祉
の
方
向
づ
け
を
す
る

の
が
我
々
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
、

と
篠
原
主
事
は
重
症
心
身
障
害
児
の
例
を

だ
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
初
め
て
ボ
ラ
ン
”

テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
を
障
害
児
の
在
宅
学

習
指
導
に
廻
し
た
こ
と
が
、
神
戸
市
に
巡

回
教
師
を
出
さ
せ
て
、
卒
業
証
書
を
与
え

る
ま
で
に
導
い
た
実
績
を
持
っ
て
い
る
。

１
階
ロ
ビ
ｉ
で
は
中
学
生
達
の
歌
声
が

明
る
く
響
く
。
社
会
に
出
る
前
に
楽
し
く

働
く
こ
と
を
学
ぶ
会
、
と
い
う
研
習
会
の

開
講
式
だ
。
大
橋
中
学
の
若
松
二
郎
先
生

、
周
年
を
迎
え
た
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
昨
年
末
で
、
会
員
数
が

三
、
六
四
五
名
。
主
事
が
記
名
、
職
員
”
名
の
規
模
を
誇
り
、
全

国
で
も
有
数
で
あ
る
。
ま
た
施
設
面
で
も
、
本
館
、
体
育
館
の
ほ

か
に
、
西
神
戸
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
須
磨
に
千
歳
幼
稚
園
、
小
豆

島
に
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
の
象
徴
で
も
あ
る
余
島
、
内
海
の
キ
ャ
ン

プ
場
。
西
宮
の
ョ
ツ
ト
艇
庫
。
本
館
３
階
に
は
犯
室
の
ホ
ス
テ
ル

が
用
意
さ
れ
、
外
人
留
学
生
を
待
っ
て
い
る
。

少
年
事
業
、
青
年
成
人
事
業
、
そ
し
て
体
育
事
業
に
お
け
る
数

々
の
ク
ラ
ブ
と
教
室
と
活
動
か
ら
、
外
国
語
学
校
、
ホ
テ
ル
学
校
か
も
知
れ
な
い
。

の
話
で
は
、
長
田
区
六
校
の
中
学
校
と
須

磨
の
太
田
中
学
校
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
が
、
実
際
は
大
橋
中
学

と
太
田
中
学
だ
け
の
参
加
と
な
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
大
橋
中
学

校
で
も
、
名
の
中
卒
者
の
中
、
理
名
の
参
加
者
が
あ
る
だ
け
で
、

若
松
先
生
の
弁
に
よ
れ
ば
、
本
当
に
来
て
ほ
し
い
生
徒
が
来
よ
ら

ん
、
こ
と
に
な
る
そ
う
だ
。

セ
ン
タ
ー
を
出
る
時
、
２
階
か
ら
讃
美
歌
が
聞
こ
え
て
く
る
。

月
２
回
の
礼
拝
の
時
間
だ
。
柳
谷
先
生
の
言
葉
を
ふ
と
思
い
出
し

た
「
カ
ギ
ッ
子
教
室
と
い
っ
て
も
、
本
当
に
必
要
な
春
休
み
や
夏

休
み
に
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
お
か
し
い
で
す
ね
」

八
編
集
部
・
岡
本
邦
彦
Ｖ

3２

名
以
上
担
当
す
る
。
主
事
の
資
格
は
、
大

学
卒
で
、
３
年
間
現
場
で
仕
事
を
し
、
そ
し
て
１
年
間
日
本
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
同
盟
の
研
究
所
で
訓
練
を
受
け
、
主
事
論
文
の
審
査
に
合
格

す
る
こ
と
が
条
件
で
、
全
国
で
ざ
っ
と
二
百
名
ぐ
ら
い
い
る
。

こ
の
人
的
資
源
の
も
と
で
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
、
周
年
記
念

事
業
と
し
て
３
本
の
柱
を
出
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
現
代
社
会
の

中
に
お
け
る
体
育
を
考
え
て
、
そ
れ
に
見
合
う
よ
う
体
育
館
を
改

築
す
る
こ
と
だ
。
現
在
体
育
館
で
行
な
っ
て
い
る
少
年
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
を
大
人
の
世
界
に
ま
で
拡
げ
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
で
跳
ね
る
子
供
か
ら
歓
声
が
お
こ
る
。
黒
い
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
で
必
死
に
ネ
ッ
ト
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
女
の
子
。
こ
れ
を

現
代
文
明
で
精
神
的
・
肉
体
的
疲
労
を
感
じ
て
い
る
大
人
に
強
い

る
こ
と
。
こ
れ
が
本
来
の
健
康
的
社
会
の
建
設
だ
。

第
二
は
、
新
た
な
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る

最
後
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
既
成
団
地
に
お
け
る
核
家
族
の
あ
り

方
を
追
求
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
つ
く
る
試
み
が
あ
る

こ
れ
は
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
、
地
域
社
会
に
お
け
る
底
辺
へ
の

奉
仕
か
ら
、
具
体
的
に
地
域
社
会
そ
の
も
の
の
存
在
に
挑
戦
し
は

じ
め
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
が
、
周
年
を
迎
え
て
の
飛
躍
な
の

神戸ＹＭＣＡ西神戸青少年センター

予
備
校
、
そ
れ
に
芸
術
園
と
日
本
語
学
校

き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
活
躍
ぶ
り
だ
。

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
予
備
校
に
入
り
、
聖

書
ク
ラ
ス
、
料
理
、
手
芸
教
室
を
転
々
と

し
、
最
後
に
六
カ
月
の
英
文
タ
イ
プ
科
を

卒
業
し
て
、
そ
れ
を
資
格
に
就
職
。
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
気
取
っ
た
雰
囲
気
が
嫌
ね
。
で
も

食
堂
の
う
ど
ん
が
お
い
し
か
っ
た
ワ
、
と

感
想
を
述
べ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
卒
業
生
と
、
日

に
献
身
に
身
を
置
い
て
い
る
主
事
と
の
隔

た
り
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

構
成
は
、
会
員
部
、
少
年
部
、
体
育
部

教
育
部
、
西
神
戸
青
少
年
セ
ン
タ
ｉ
、
総

務
部
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
主
事
が
３
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3３

織議ｉ
皇．､ 蕊: 蕊識を蕊灘蕊騨

『

為附。為〃
:屯必.ﾛ二

き ものと細貨

鍵んげら歴
神戸

西店/ 三宮センター街・電話３３－８８３６（代）
東店/ 三宮センター街・電話３３－０６２９
三宮店/ さんちかタウン．電話３９－４３０３

束京
ゴフクヤ

銀座店/ 銀座並木通・電言舌5 ７３－５２９８（代）
渋谷店/ 東急本店・電話4 ６２－３４０９（直）

（５陥和装名家街）
日本橋店/ 東急日本橋店。電話2 １１－０５１１（代）

（４階和装名家街）（内線２９４）

('， あなたの美しいヘヤースタイルと
花嫁をつくる美容室エリザベス

蕊 蕊

齢

I壷朝

竪蝿
々

崖逼￥

繍 繍

鍵 灘灘識鍵鍵鍵鍵鍵灘議 籍
篭雲エリザベス

畑尾芙久子
本店美容室生田神社前新河南ピル２階く3 3 > 8 8 9 4
婚礼衣裳部生田神社前（元本店美容室）〈3 3 > 3 2 5 8
三宮店三宮神社山側三上ビル２階く 3 3 > 4 9 1 7
芦屋支店芦屋市阪神芦屋駅前く２＞ 4 0 6 7
両宮店両宮市阪急西宮マンション北鮪１階く6 7 ＞' 2 9 4
美容担当（東京初代遠藤波津子直流）専属結婚式場
生田神社・オリエンタルホテル・阪急六甲山ホテル・住吉
学園・蘇州園他
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本格派の
人々に愛される
ヨシオカの靴

4凸･』Pろ哩部●

鍵 識蕊議撫

議鼠蕊蕊嬢

蕊
☆靴のオーダーメード

ヨ影オカ
口神戸店大丸前３３－５１９０．９７６３

．京京麿東恵肩賃属言本獣::鴨

一や

。

ﾜﾛｺｳﾞﾗﾘｾ

魂I塞錘鞭狸
ｔ堀

F１

姿といい、味、色艶にフランス菓子の
優雅な華麗さをそのままお伝えします。

洋菓子壱》
上『す”

元町店三宮店さんちか店秀品店そごう店
3 3 - 2 3 4 0 3 2 －' ２２７３９－３４７４２３－２３１２２２－４１８１㈹
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☆
〃
考
え
る
小
集
団
″

一
イ

大
企
業
を
動
か
す

一
一
テ

ー
し

「
あ
ら
ゆ
る
職
場
に
お
い
て
一
ス

無
数
の
考
え
る
小
集
団
を
つ
く
一
ィ

鋤
匂
準
蹄
嘩
恥
堆
礼
譲
睦
錘
韻
一
狗

凄
苓
鍵
臓
灘
涛
掘

〃
考
え
る
小
集
団
″
の
創
設
を
一
五
、

業
部
四
か
ら
な
る
陸
、
海
、
空
あ
っ
て
は
個
性
が
疎
ん
じ
ら
れ

い
よ
い
よ
新
し
い
「
川
崎
重
工
伊
・
弓
・
ロ
に
英
語
名
を
か
え
た
。
☆
川
崎
車
輔
（
川
崎
重
エ
）
ミ
車
が
十
一
’
十
二
月
に
か
け

業
株
式
会
社
」
と
し
て
発
足
、
発
展
す
る
「
川
崎
」
の
こ
れ
万
博
電
車
を
大
量
受
注
て
納
入
さ
れ
る
予
定
。

☆
溌
叫
馴
潅
軒
謹
慨
蹴
蝿
鰭
蹴
凝
灘
灘
瀦
緋
無
柵
鞠
》
雛
蝿
職
窯
幸

耗
唖
識
袴
唖
鎚
込
誰
畔
識
詫
癖
示
奇
皿
函
稚
卸
筆
碇
誇
握
磁
産
話
咋
評
霊
血
蛙
応
噛
か
嘩
鋤
蔀
一
一
一
弧
姉
四
維
引
画
鋤
嘩
池
雨
唾

雄
凱
迩
詳
趣
迩
韮
学
唖
詰
理
誰
垂
率
匡
套
瞳
五
筆
詫
訓
帳
硫
嘩
種
岬
に
津
峰
症
稲
蝿
椎
咋
誠
誼
叶
詫
癖
謹
睡
畔
奉
雪
酔
ル
垂
隼
一

の
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
大
進
し
た
。
っ
た
組
織
の
管
理
も
可
能
に
な
重
い
ほ
か
は
、
ア
ル
ミ
車
、
ス
》

企
業
ど
う
し
の
提
携
、
合
併
が
合
併
比
率
一
対
一
対
一
の
対
る
と
い
う
も
の
ｃ

あ
い
つ
ぎ
、
話
題
を
よ
ん
で
い
等
合
併
だ
が
、
川
重
が
二
社
を
同
社
が
今
日
の
鉄
鋼
Ｒ
木
の
テ
ン
レ
ス
車
と
も
ほ
ぼ
同
型
で

る
。

吸
収
す
る
か
た
ち
で
、
社
名
は
地
位
を
築
く
先
兵
に
な
っ
た
こ
大
阪
の
地
下
鉄
一
号
線
に
も
同

神
戸
に
本
拠
を
お
い
て
い
る
「
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
」
を
鯉
報
椎
島
皿
垂
唖
緯
職
嘩
が
壬
型
華
榊
誰
唾
章
卿
蝉
や
川
崎
車

川
崎
グ
ル
ー
プ
一
一
一
社
（
重
工
、
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
、

雛
灘
噸
砿
瓢
聯
》
雅
嘘
燕
渦
抑
諦
擬
螺
蝿
購
湘
鵜
噸
川
峠
響
麓
弾
龍

ス
車
が
八
月
か
ら
九
月
、
ア
ル

ス
タ
ー
ト
し
た
。

砂
野
仁
社
長

提
唱
し
た
。

新
会
社
は
事
業
本
部
五
、
事
今
日
、
巨
大
組
織
の
な
か
に

ジ
ャ
ー
ナ
ル

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

鴬鍵

か
ら
の
活
躍
を
お
お
い
に
期
待

し
よ
う
。

埋
没
す
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
万
博
ま
で
あ
と
一
年
た
ら
ず

経
済
界
で
は
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
会
場
で
は
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で

い
て
弱
肉
強
食
、
激
烈
な
競
争
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
企
業
の
入
場
者
の
大
半
が
電
車
を
利
用

存
続
発
展
に
は
、
常
に
新
た
な
す
る
た
め
、
北
大
阪
急
行
か
ら

も
の
を
付
け
加
え
た
り
、
不
必
電
車
百
緬
が
各
車
輪
会
社
に
発

要
な
も
の
を
取
り
除
く
努
力
が
注
さ
れ
て
い
る
。

要
求
さ
れ
る
。
そ
の
原
動
力
と
川
崎
車
輪
で
も
北
大
阪
急
行

な
る
の
が
個
々
の
構
成
員
の
創
か
ら
ア
ル
ミ
車
十
六
緬
、
ナ
ー
ー

造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
え
る
。
ワ
エ
機
か
ら
ス
テ
ン
レ
ス
車
十

☆ＫＯＢＥオフ

織
毛利啓子さん（ 1 9 ）
川崎重工監理部管理技術課勤務

！きれのいい三日月まゆげと、うるおいのある
：目には、坊桃として、かの平安の蝉娼美姫を想

3 ５｛うに足るものがある。しかし、まだ幼なさのぬ
ｉけないティーンエイジャー。おしやくり、ウイ
ｉンドウショッピング、珍味甘味の探訪に忙し
；く、いつの日かの北海道旅行に夢を馳せる。時
Ｉにはゴーゴーも踊って承たくなるそうな。４３年
１度県立神戸商高卒◎須磨区磯馴町在住。
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神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
⑳

情
報
社
会
時
代
の
神
戸
の
都
市
パ
タ
ー
ン
②

☆神戸の都市パターンは、中心部に臨
海市街地一再開発、左右に西神・北神
一内陸開発、といったかたちでのＵ字
の振子型になります。道路と鉄道がそ
の振子の役割をはたすわけで、六甲ト
ンネルにつづく第２、第３の六甲トン
ネルや、山陽自動車道、西北神鉄道な
どの建設が、将来の重要な課題となり
ます｡‐
一方、既成市街地は、ポートアイラ
ンド、六甲埠頭、兵庫地区の３つの臨
海センターを軸として、特徴をもった
３本の都心軸から構成されます。中心
に、外貿機能と三宮・神戸の管理中枢
機能をタテにつなぐ都心軸、東に技術
開発と生活物資加工機能、さらに、市
街地住宅中心としての六甲副都心をつ
なぐ軸、西に内貿的物的流通機能．都
市サービスエ業機能と下町型の生活中
心である西神戸副都心をつなぐ軸、と
いったかたちでの物の流れは、ポート
アイランドから六甲埠頭を経て、北神
の流通センター( インランドデポ) へ、
また兵庫運河地区を経て西神へと動
き、人の流れは北神地域生活中心（セ
ンター）から六甲副都心へ、そして三
宮都心へ、また西神地域センターから
新長田副都心を経て神戸都心へ、とい
った具合になります。
臨海部のポートアイランドにつなが
るw a t e r f r o n t の工業は、管理中枢機
能に接近した条件を生かして、技術開
発中枢として変質させたいものです。

3６
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3７

☆白い浦酒なムードですみずみまで統一されたマンションの５階にこのす
まいがあります。
子供が独立して、二人だけの生活に戻った夫婦が、一戸建の広いすまい
から鍵一つの身軽な生活に移ってきたわけです。
このマンションにも、きれいに造園された中庭や、ちょっと座りこんで

話もできる' 快適なロビー等の共用部分が用意されてありますが、自分の生
活自体は、四角の箱にとじこもった形で運んでゆくので、生活の仕方の上
でもある意味での単調さをカバーしてゆく必要があるのです。
セントラル方式での暖房が完備されているこのマンションでは、乾燥が

激しく、木彫の家具が割れたり、折角の花がすぐ枯れてしまうなどのトラ
ブルもあります。
固いインテリアを柔かくまとめる目的を持った、木肌を生かした家具に
も細かい取扱の注意が必要です。室内には造花を巧みに配置して、生の花
木の植木鉢は外のバルコニーに並べられています。
すばらしい窓の眺望と、対比したかたちで、インテリアの壁にはそれぞ
れに想い出のあるすぐれた小物類に囲まれて、まだまだ試行錯語の段階に
あるマンションの中で、長い外国生活の体験を生かして快適に暮している
知恵が、頼もしく感じられました。（高月昭子）

ご葦

i 蝋

露
，Ｌ

爵

蛍負蝿

子
供
か
ら
独
立
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
住
い

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑳

輯
鞍
溌

蕊 弾む当辱

識‘i#紬I鳶
,Ｈ
畦と 鶏

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
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ト
に
よ
っ
て
テ
ス
ト
さ
れ
た
。
こ
の
テ

ス
ト
は
約
一
週
間
に
わ
た
っ
て
一
一
二

回
の
進
入
、
着
陸
を
繰
り
返
し
実
施
さ

れ
た
。本

装
置
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
さ
れ

た
飛
行
機
の
位
置
指
示
装
置
が
航
空
機

に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

操
縦
結
果
を
飛
行
機
の
航
跡
な
ら
び
に

地
上
と
の
関
連
な
ど
は
す
べ
て
、
日
本

製
の
ソ
一
一
ｌ
ビ
デ
オ
コ
ー
ダ
ー
に
記
録

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
、
進
入
、
着
陸

に
際
し
て
の
必
要
デ
ー
タ
の
要
約
を
指

示
装
置
が
表
示
し
た
た
め
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
と
っ
て
は
好
評
で
あ
っ
た
。
ま
た

メ
ー
カ
ー
の
ノ
ー
ダ
ン
社
も
極
め
て
満

足
す
べ
き
デ
ー
タ
を
集
め
得
た
と
い
わ

れ
る
。

×
×
×
×
×

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｉ
は
主
と
し
て
、
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
、
ア
ナ
グ
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

テ
レ
ビ
ス
ク
リ
ー
ン
、
信
号
発
生
器
な

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｉ

諸
岡
博
熊

八
神
戸
市
企
画
局
調
査
部
副
主
幹
Ｖ

空
の
交
通
が
混
雑
し
始
め
て
い
る
と

き
に
、
飛
行
中
の
航
空
機
が
そ
の
位
置

を
正
確
に
決
定
す
る
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば

航
空
業
界
の
発
展
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
は
誰
し
も
望
む
こ
と
で
あ

っ
た
。

×
×
×
×
×

こ
の
た
び
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｉ
と
い
う
略
語
で

呼
ば
れ
る
航
空
機
の
電
子
姿
勢
装
置
が

こ
の
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
、
実

用
化
テ
ス
ト
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
機

首
に
装
着
さ
れ
た
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
で
着
陸

時
前
方
を
監
視
し
、
カ
メ
ラ
か
ら
の
情

報
で
着
陸
の
際
の
操
縦
を
よ
り
的
確
な

も
の
に
し
よ
う
と
す
る
装
置
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
、
進
入
お
よ
び
着
陸

の
際
に
絶
対
必
要
な
各
種
の
情
報
を
、鎖

ひ
と
つ
の
計
器
で
表
示
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

実
用
化
テ
ス
ト
は
、
昨
年
末
、
ボ
ー

イ
ン
グ
社
の
ウ
イ
チ
タ
エ
場
で
ポ
ｉ
イ

ン
グ
剛
型
機
の
原
型
で
あ
る
と
こ
ろ
の

ダ
ッ
シ
ュ
川
型
機
に
装
置
さ
れ
て
行
な

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
岨
の
航
空
会
社
、

Ｆ
Ａ
Ａ
（
米
連
邦
航
空
局
）
、
米
空
軍

な
ど
か
ら
選
ば
れ
た
記
名
の
パ
ィ
ロ
ッ

画
﹈
の
。
茸
○
日
。
缶
詐
詳
口
号

口
再
の
ｇ
ｏ
儲
門
口
ｇ
ｏ
ｇ
ｏ
時

識
搾

煎
繊 猿錨譜

ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
操
縦
席
の
ス
ク
リ

ー
ン
と
機
首
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
結
ば

れ
て
い
る
。
通
常
の
進
入
、
着
陸
の
際

は
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
忙
が
し
く
計
器
盤
を

眺
め
廻
し
て
、
運
航
の
状
態
が
計
器
の

指
示
ど
お
り
所
定
の
位
置
で
安
全
で
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
な
が
ら
行
な
わ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｉ
の
お
か

げ
で
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
必
要
最
小
限
度

の
デ
ー
タ
が
地
上
と
関
連
を
も
っ
て
表

示
さ
れ
る
た
め
、
的
確
な
運
航
が
確
実

に
行
な
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
装
置

か
ら
得
ら
れ
る
副
次
的
な
メ
リ
ッ
ト
の

一
つ
に
騒
音
の
軽
減
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
飛
行
機
の
進
入
、
着
陸
の
た
め
降

下
中
、
そ
の
降
下
ス
ピ
ー
ド
を
的
確
に

制
御
で
き
る
た
め
、
低
空
飛
行
時
間
が

減
少
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
騒
音
の
減

少
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

具
体
的
に
こ
の
器
機
の
も
つ
効
果
に

つ
い
て
ノ
ル
ダ
ン
社
が
つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
れ
は
赤
外
線
テ
レ
ビ
装
置
に
よ
っ

て
目
視
を
よ
り
確
実
に
す
る
こ
と
と
、

過
失
操
作
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
自
動
装
置

と
警
報
シ
ス
テ
ム
を
内
包
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
を
テ
ス
ト
し
た
Ｐ
Ａ

Ｍ
社
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
言
に
よ
る
と
、

霧
の
な
か
、
夜
間
照
明
の
と
ど
き
に
く

い
消
火
路
な
ど
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｉ
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
は
実
に
正
確
で
、
シ
ュ
ミ
レ
ー

ダ
ー
の
記
録
機
ど
お
り
操
縦
で
き
、
な
．

ん
ら
不
安
感
が
な
か
っ
た
と
伝
え
て
い

る
。
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遠
い
も
の
に
な
っ
て
来
た
こ
と
と
米
政

府
の
米
国
礼
賛
的
、
洗
脳
教
育
的
な
面

が
気
に
食
わ
ず
、
面
白
く
な
い
一
年
で

あ
っ
た
。
三
年
目
に
や
っ
と
一
カ
月
百

ド
ル
の
学
費
を
な
ん
と
か
払
う
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
、
観
光
専
門
学
校

に
入
学
し
た
。
こ
こ
は
日
本
人
学
生
は

私
一
人
で
、
周
り
は
皆
ア
メ
リ
カ
人

で
、
英
語
の
勉
強
に
は
も
っ
て
こ
い
で

あ
る
。
私
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー

要
員
を
希
望
し
た
が
、
眼
鏡
を
掛
け

て
い
る
た
め
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
留
学
生
は
、
昼
の
部
に
出
席
せ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

せ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
教
師
に
頼
み

夜
間
通
え
る
よ
う
に
し
て
も
ら
っ
た

（
ア
メ
リ
カ
で
は
、
昼
と
夜
間
の
差
別

は
同
じ
こ
と
を
勉
強
し
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
就
職
に
関
係
な
い
。
こ
の
点

日
本
の
差
別
に
納
得
で
き
な
い
）
私
は

観
光
コ
ー
ス
を
学
ん
だ
が
、
一
応
、
観

光
業
に
つ
い
て
い
る
も
の
に
は
、
最
底

知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
礎
を

教
え
ら
れ
た
が
、
毎
日
、
世
界
の
地
名
を

教
師
が
い
い
、
時
間
内
に
、
安
く
、
多

く
見
て
ま
わ
る
た
め
の
、
ス
ケ
ジ
ュ
ｉ

ル
を
作
ら
さ
れ
た
り
、
適
当
な
金
額
を

い
わ
れ
、
そ
れ
で
、
何
日
間
以
内
の
．

ｉ
ス
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
た
て
た

り
で
、
一
年
半
に
二
冊
も
タ
イ
ム
テ
ー

ブ
ル
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
た
。
毎
日
、
世

界
地
図
と
の
に
ら
め
っ
こ
。
何
時
し

か
、
世
界
を
廻
っ
て
み
た
い
と
思
い
出

し
た
ら
、
い
て
も
立
っ
て
い
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
（
つ
づ
く
）

大
迫
嘉
昭

昭
和
一
一
一
十
九
年
七
月
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
、
私
は
、
百
ド
ル
持
っ
て
ア
メ

リ
ヵ
ヘ
渡
っ
た
。
大
学
を
出
て
、
大
阪

の
観
光
業
社
に
入
社
し
た
が
、
お
客

に
対
し
、
外
国
旅
行
の
説
明
を
し
て
も

所
詮
、
本
や
、
人
の
話
の
、
聞
き
売
り

に
し
か
な
ら
ず
、
自
信
も
な
か
っ
た
。

英
語
を
憶
え
る
こ
と
、
外
国
を
実
際
に

見
て
知
る
こ
と
、
こ
れ
が
、
こ
の
仕
事

の
資
本
で
あ
る
。
運
よ
く
、
私
は
、
私

費
留
学
試
験
と
い
う
、
聞
き
の
よ
い
国

家
試
験
に
は
合
格
し
た
が
、
貯
金
も
十

万
円
前
後
し
か
な
く
、
両
親
も
、
五
人

の
子
供
を
育
て
ね
ば
な
ら
ず
、
渡
米
の

旅
費
も
出
せ
な
か
っ
た
の
で
、
田
舎

⑧
目
ｑ
『
○
日
８
ｇ
ｏ
の

オ
ー
ト
バ
イ

旅
行
記
①

（
鹿
児
島
）
の
一
つ
し
か
な
い
宅
地
を
十

万
で
売
り
、
や
っ
と
旅
費
を
つ
く
っ
た

そ
の
他
、
友
人
達
か
ら
い
た
だ
い
た
銭

別
を
あ
わ
せ
や
っ
と
百
ド
ル
の
小
遣
い

が
出
来
た
。
最
初
、
一
年
九
カ
月
の
予

定
で
出
発
、
ハ
ワ
イ
に
途
中
一
泊
し
て

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
一
泊
後
、
ロ
ス
へ

飛
び
、
英
語
学
校
の
入
学
手
続
を
終
え

夏
休
み
で
あ
っ
た
の
で
、
伯
父
の
紹
介

状
を
持
っ
て
、
シ
ス
コ
と
ロ
ス
の
中
間

の
街
、
デ
ラ
ノ
の
ブ
ド
ウ
畑
に
ア
ル
バ

イ
ト
に
行
っ
た
。
九
月
に
入
り
学
校
に

入
学
、
そ
の
学
校
は
、
外
人
の
た
め
に

英
語
を
教
え
る
た
め
の
も
の
で
生
徒
は

世
界
各
国
か
ら
、
来
て
い
た
。
授
業
は

二
部
制
で
、
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で
と
午
後
二
時
半
か
ら
午
後
九
時
ま

で
に
分
れ
て
い
た
。
私
は
午
後
か
ら
の

部
へ
廻
さ
れ
た
。
生
活
費
を
稼
ぐ
た

め
、
午
前
七
時
半
か
ら
午
後
二
時
ま

で
墓
の
芝
生
刈
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
っ

た
。
そ
の
間
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
員
、
パ
ー
サ
ー
観
光

業
、
ホ
テ
ル
業
等
の
専
門
学
校
を
見
つ

け
入
学
し
た
か
っ
た
。
一
年
は
直
ぐ
に

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
こ
の
専
門

学
校
に
後
の
一
年
半
で
卒
業
で
き
る
こ

と
を
知
っ
た
が
、
英
語
の
上
達
が
遅
い

の
と
お
金
が
な
い
こ
と
で
、
後
一
年
こ

の
英
語
学
校
に
席
を
置
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
学
校
は
、
ロ
ス
市
立
で
学
費

も
年
一
ド
ル
と
只
み
た
い
な
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
渡
航
の
自
由
化
に
伴

い
二
年
目
に
は
、
日
本
留
学
生
が
激
増

し
、
英
語
を
勉
強
す
る
雰
囲
気
に
は
程
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